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概要報告



派遣期間

2024年2月3日（土）～7日（水）

派遣隊名

横浜市薬剤師会
令和6年能登半島地震被災地支援

第7陣先発隊



この活動は、石川県薬剤師会の要請に
より、日本薬剤師会から横浜市薬剤師会
にモバイルファーマシーの出動を依頼され
た。

モバイルファーマシー２号車と乗用車１台
を運用し、１隊４名の薬剤師が１月１０日に
石川県に入り、１１日から能登町での活動
を開始した。



現地は、ライフラインが寸断され、被災
者は厳しい避難所生活を行っていた。

常用している慢性疾患薬の供給や避難所
での感染症対応、衛生管理など薬剤師の
活動が求められていた。





派遣場所

石川県鳳珠郡能登町字宇出津
（ほうすぐんのとちょうあざうしつ）







能登町役場



ライフ薬局



ライフ薬局駐車場



ライフ薬局駐車場





























MP給油



１． だれが運転できるのか？

横浜薬科大学の職員、横浜市薬剤師会の会員が運
転をします。２００７年以前に普通免許を取得した方

は普通免許で運転できます。それ以降は中型免許が
必要になります。

平時から訓練として区役所や病院等様々な場所へモ
バイルファーマシーを運転しています。

災害時には、薬剤師が薬を積んで運転をして現地に
行きます。



２． 発災時、医薬品はどこで載せるのか？

災害時の被害の状況にもよりますが、横浜市
と相談をして、被害の少ない市内の会員薬局
から医薬品を集めて横浜薬科大学にあるモ
バイルファーマシーに積み込みます。



３ ．何品目準備するのか？できるのか？
どのような医薬品が準備されているのか？

現在は、横浜市と薬剤師会の協定では、災害時に備えて約６８品目
の医薬品を市内１０９か所の薬局で保管・管理しています。

災害救援に出動する場合は、災害の種類や規模、災害後どのくらい
たって出動するか、気候などで医薬品の内容も違ってきます。例えば、
他都市の場合、豪雨災害では、復旧期に日焼けの薬や目薬（埃が舞
うため）の需要が多かったということもありました。そのため実際の熊
本地震の時は医療用医薬品を主に持参し、大分県北部豪雨では薬
局が開いていたので OTC 医薬品を持参するなど、臨機応変に医薬
品を調達して運用する必要があります。

いざ、出動となれば、被災地及び都道府県からの要請となりますので、
神奈川県・横浜市を介して被災状況によって医薬品を納入する事と
なります。



４ ．発災時、どこに行くのか？
優先的に設置されるが場所があるか？

モバイルファーマシーは横浜市には２台しかあ
りません。不足する分は、全国から駆け付ける
ことになります。
したがって、モバイファーマシーを市内のどこに
配備をするのかは、災害状況を把握している横
浜市災害対策本部で決定をします。人命救助
が最優先になりますので、それに合わせて優
先的に配置をします。



５． 処方箋が無くても調剤できるのか？

災害時でも処方箋が無いと調剤はできま
せん。ただし、災害救助法が適用となり、
災害時に医療の提供を受けられない場合
は、災害発生から２週間は、（延長できる）
モバイルファーマシーや避難所等で災害処
方箋の受付、医薬品の調剤もできます。



６ ．電源について

【１号車】
ＮＭＧ発電機を積んでいるが、それを使用すると、本体の車のガ
ソリンもなくなる。外部電源が使用できるときは、エンジン、発電
機を止めて、それを使用する。
予備電源として、コンパクトな発電機２台を車内に搭載することも
可能である。
【２号車】
軽油の発電機、リチウムバッテリーを搭載しています。軽油の発
電機は本体のディーゼルエンジンの軽油と兼用なので、使用す
ると本体のエンジンの軽油が無くなります。リチウムバッテリーは
満タン状態でクーラーなどの連続使用が約１５時間から２０時間
可能です。

基本的には①発電機②外部電源③リチウムバッテリーの優先
順位で使用します。



７． 全国にどの位モバイルファーマシーは
あるのか ？

宮城県薬剤師会が東日本大震災をきっかけに整備したの
が最初で、現在１９か所ほどの薬剤師会等に導入・整備さ
れている。※横浜は２台所有全国で計２０台
（宮城県薬１２年、大分県薬１４年、和歌山県薬１４年、広島
県薬１６年、鳥取県薬１６年、岐阜薬科大学１７年、三重県
薬１７年、千葉県八千代市薬１７年、熊本県薬１８年、静岡
県薬１８年、大阪府薬１８年、横浜市薬等１８年、福岡市薬
等１８年、東京都八王子市薬１９年、第一薬科大学１９年、
東京薬科大学１９年、徳島県薬２０年、山梨県薬２０年、福
岡県薬２１年）



８． 災害時のための通信手段はあるのか？

災害時には通信手段が無く困ることが多いので、モバイル
ファーマシーにはＭＣＡ無線と衛星電話を搭載しています。
横浜市の災害対策のためのＭＣＡ無線と衛星電話のグルー
プに加入しており、災害時には横浜市災害対策本部と連携
が取れるようになっている。また横浜市との災害対策訓練も
している。
【ＭＣＡ無線とは】 ＭＣＡ無線機とは、中継局を介して通信を
行う無線機のことです。長時間の通信は行えませんが、混信
や回線の混雑といったストレスを抱えることなく通信ができる
のがＭＣＡ無線機の特徴です。ＭＣＡ無線機の場合は次のよ
うな業種・シーンで導入されていることが多いです。
公共サービス・事業、医療機関、災害時・緊急時



９． モバイルファーマシー１台当たりの購入費は？

モバイルファーマシー１号車 １６，９９１，５３２円

モバイルファーマシー２号車 ３０，８００，０００円



現地（能登町）
生活状況（令和６年２月３日現在）

ガソリン：９９％正常化 緊急車両でなくても潤沢に給油可能
電気：問題なし（平常時） 上下水道：一部開通
宿泊施設：なし
雪：道路に一部冠雪あり
道路：一部、障害物撤去、舗装工事の為、片側通行
服装：防寒着
靴：防寒靴
医療機関：一部平常



能登町エリアに派遣された薬剤師の主な仕事内容

①モバイルファーマー内において、災害処方箋の調剤

②能登地区避難所訪問

※健康相談、薬相談、調剤、ＯＴＣ譲渡、お薬手帳の普及など

※不明医薬品の鑑別は震災後１か月近くの経過とともに激減 鑑別結果を薬手帳
に残しておくことが重要

③全体会議へ出席（関係機関との情報共有）

④モバイルファーマシー見学者の対応



活動記録



２月３日（活動記録）

13：00 第６陣後発→第７陣先発引継ぎ（金田 桐生→肥後 永持）
13：20 群馬薬剤師会３名と今後の打ち合わせ
14：00 軽油補給
15：00 近隣薬局視察
17：00 全体調整会議出席 （肥後、永持）

・明日よりDMATからJMATに引継ぎ
・役場より→明日より松波中学校避難所の看護師撤収の為、

OTC配置薬等の整理の依頼あり。

・本日の災害処方箋なし。



２月４日（活動記録）

8:25 愛知・群馬・福岡県薬剤師会とミーティング（永持、肥後）
松波中学のOTC医薬品回収依頼

8:45 保健師ミーティング（永持、肥後）
災害処方箋２枚受付
MPにて調剤
ミケルナ点眼・人工涙液マイティアがMPに在庫無し
⇒近隣小西薬局より借用

9:30 災害処方箋薬を愛知・福岡県薬剤師会に避難所へのお届け
服薬指導を依頼

10:30 石川県薬剤師会会長含め役員３名視察対応（肥後・永持）
10:40 欠品分（ミケルナ・人工涙液マイティア）電話発注（2月5日納品予定）
11:00 横浜市保健師等活動チーム４名視察対応
14:20 近隣ENEOSにて、日薬レンタカー（カローラ給油）、軽油２０Lｘ２ 購入
14:40 福岡県薬剤師会,松波中のOTC薬回収と災害処方箋を受取
15:10 愛知県薬剤師会から投薬済み処方箋を受取
15:20 能登青少年交流の家（柴垣）に向けて出発（永持、上村）
16:50能登町役場1階（健康福祉課） 災害処方箋1枚受付
17:00 能登町保健医療福祉全体ミーティング参加（関水、肥後）
17:30 MPに戻り、災害処方箋を調剤（肥後）

20:00能登青少年交流の家（柴垣）にて全体会議に出席（永持、上村）



２月５日（活動記録）

8:25 愛知・群馬・福岡県薬剤師会とミーティング（肥後、関水、永持、上村）
8:40 OTC医薬品を能登町役場へ返却
8:45 保健師ミーティング（肥後、関水、永持、上村）
9:00 災害処方箋薬を愛知県薬剤師会に避難所へのお届けと服薬指導を依頼
9:05 らいふ薬局へ。2月6日午後撤収前、横浜市薬会長と挨拶に伺う旨伝える（肥後）
9:35 昨日が日曜日発注の為、明祥へ納品確認（15時までに納品予定）
14:00 能登青少年交流の家（柴垣）に向けて出発（肥後、関水）
14:30福岡県チームとMPにて情報共有（永持、上村）
17:00 能登町保健医療福祉全体ミーティング参加（永持、上村）

調剤済み災害処方箋の写しを県庁への提出依頼を受ける。
明日、MP積み込み医薬品を柴垣本部に返却する際、調剤済み災害処方箋も石川県薬

に提出し、その後の対応もお願いする事とする。
本日の受付災害処方箋０枚

20:00 能登青少年交流の家（柴垣）にて全体会議出席（肥後、関水）



２月６日（活動記録）

8:15  愛知薬チームと打ち合わせ。
8:45  全体会議。MP撤収を確認。
9:00  MP撤収作業開始
9:30  小西薬局へ撤収後の、災害処方箋の取り扱いについて確認(肥後)
12:40 会長、撤収チーム到着。
13:00 会長他、地元小西薬局、ライフ薬局、GSスタンド、能登町役場に挨拶周り。
13:30 MP能登町を出発。
15:00 柴垣本部にて医薬品他返却
15:15 衛生電話テスト
15:30 柴垣を出発。
16:40 会長、上村、永持、レンタカーを石川県薬に返却。
17:00 MP・XV美川到着

２月７日（活動記録）

8：00 MP・XV美川出発

18：00 MP・XV横浜薬大到着



能登町役場 医療関係情報



アベンジャーズ（福岡県薬・愛知県薬・群馬県薬・横浜市薬）



能登町役場1F 全体会議（8：50～）



能登町役場4F 全体会議（17：00～）



MP 災害処方せん調剤



MP前 朝のミーティング



国立能登青年交流の家 全体ミーティング（20：00～）



今後継続して行っていくことが必要と思われる事項

①県全体の状況把握
情報収集係：各地元の会員＆派遣ボランティア。
能登半島の被災地各地区からの県薬災対本部への収集

②県下の各保健所と地元薬剤師会との連携
朝もしくは夕方に会議が行われているはず。そこに必ず出席する。
そして以下の情報を取集し、地元薬剤師会はもちろんのこと、派遣薬剤師も情報を共
有する。
１）避難所の場所と非難人数
２）巡回医師情報
３）支援医薬品内容の把握

③ ①②で収集した情報の活用と共有（石川県薬、市薬、日薬、
派遣担当県薬⇒派遣薬剤師）

目的３点
１）派遣ボランティアの数の適正化（充足しているか不足しているか）
２）きちんとした申し送り（事前に情報を各県に流しておくと引継ぎがスムーズにな
る）
３）今後の見通しを考える



今後の見通し

小規模避難所の集約は進んでいくと思われるが、小規
模避難所のほうがお薬相談や手帳の普及はフォローし
やすいので、今のうちの手厚くやっておくとよいのではな
いだろうか。地元薬剤師と派遣薬剤師の連携で、細かい
フォローが必要と考える。

一番大事なのは日々の情報収集と分析であると感じる。
各避難所のニーズを保健所との連携でしっかりと把握し、
適正なフォロー体制を薬剤師会で熟慮していくと素晴ら
しい働きができる。



横浜市薬剤師会MP撤収チーム



ご清聴ありがとうございました。


